
桐原書店『探求 文学国語』（文国711）　評価規準案
	科目
	単位数
	学年
	使用教科書

	文学国語

	4単位

	2学年・3学年

	『探求 文学国語』（桐原書店）



１.学習の到達目標
	言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めることができる　　ようにする。
(2) 深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、　　自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての　　自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。



２．評価の観点
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する理解を深めようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	「書くこと」、「読むこと」の 各領域において、深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

	言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。



３．使用副教材
	『「探求 文学国語」準拠  予習復習ノート』



 《Ⅰ部》
	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	〈知〉のコミュニティへ

	感触－－世界のリアル　保坂和志

（p.10～p.15）


	２


	・随想の基本的な読み方を習得する。

・随想を読んで、筆者のものの見方や感じ方を理解する。

・「感じること」「知の先にある境地」についての筆者の考えを読み取ったうえで、自らの経験に照らして自分なりの「感じることについて」の考えを持つ。


	知　(1)エ
A：「感触ーー世界のリアル」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「感触ーー世界のリアル」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「感触ーー世界のリアル」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。
知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)ア
A：随想という文章の種類を踏まえて、その特徴を十分に理解し、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
B：随想という文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
C：随想という文章の種類を踏まえることが不十分であり、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えていない。
読　(1)カ
A：「感触ーー世界のリアル」の内容や解釈を適切に踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：「感触ーー世界のリアル」の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：「感触ーー世界のリアル」の内容や解釈が踏まえられておらず、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文内容の正しい理解や周囲の意見、参考資料などを踏まえて、「感触」について多角的に考え、自分の考えをわかりやすくまとめようとしている。

B：「感触」についての自分の考えを、わかりやすくまとめようとしている。

C：「感触」についての自分の考えをわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	小説Ⅰ

	ランドセル　角田光代

（p.16～p.28）


	３


	・小説の読み方を習得する。

・平易な一人称の文体を味わいながら、状況と作者の心理の変化を的確に捉える。

・作者の心情に寄り添いながらも、客観的な視点を持ち、自分自身に引きつけてテーマを理解することができる。


	知　(1)イ
A：情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を十分に増し、文章の中で適切に活用することを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
B：情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
C：情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量が不十分であり、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしていない。い分けることができる。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	書　(1)ア
A：スピーチ原稿を書くために、選んだ題材に応じて有効な情報を適切に収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
B：スピーチ原稿を書くために、選んだ題材に応じて情報を収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
C：スピーチ原稿を書くために、選んだ題材に応じての有効な情報を収集、整理することが不十分であり、表現したいことを明確にしていない。
書　(1)イ
A：聞き手の関心が得られるよう、文章の構成
や展開を効果的に工夫している。
B：聞き手の関心が得られるよう、文章の構成
や展開を工夫している。
C：聞き手の関心を得るという意識が希薄であり、文章の構成や展開を十分に工夫していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らしたスピーチ原稿を作成しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、スピーチ原稿を作成しようとしている。

C：スピーチ原稿を作成するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	
	活動のプロセス１　本を紹介する

（p.29～p.31）


	１


	・自分の読書歴を振り返り、改めてその価値を認識する。

・認識した価値を言語化し、わかりやすく紹介する。


	知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	書　(1)ア
A：本の紹介文を書くために、選んだ題材に応じて有効な情報を適切に収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
B：本の紹介文を書くために、選んだ題材に応じて情報を収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
C：本の紹介文を書くために、選んだ題材に応じての有効な情報を収集、整理することが不十分であり、表現したいことを明確にしていない。
書　(1)イ
A：聞き手の関心が得られるよう、文章の構成
や展開を効果的に工夫している。
B：聞き手の関心が得られるよう、文章の構成や展開を工夫している。
C：聞き手の関心を得るという意識が希薄であり、文章の構成や展開を十分に工夫していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした本の紹介文を作成しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、本の紹介文を作成しようとしている。

C：本の紹介文を作成するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	
	途中下車  宮本輝

（p.32～p.36）


	２


	・小説の読み方を習得する。

・場面の変化や時間の経過を捉え、物語の進行を的確に捉える。

・行動と心情の理由を捉え、細やかな感情描写を読み味わう。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。
	読　(1)ア
A：小説という文章の種類を踏まえて、その特徴を十分に理解し、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
B：小説という文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
C：小説という文章の種類を踏まえることが不十分であり、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えていない。
読　(1)イ
A：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について細部にわたって評価することを通して、適切に内容を解釈している。
B：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することを通して、内容を解釈している。
C：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することが不十分であり、適切に内容を解釈していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした書き換えを創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、書き換えを創作しようとしている。

C：書き換えを創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	文学
評論Ⅰ

	もののふの心－－言葉とコトバ　若松英輔

（p.38～p.45）


	３


	・評論の読み方を習得する。

・「言葉」と「コトバ」のそれぞれの意味を正確に読み取り、文学についての論評であることを認識する。

・対比構造を読み取りながら、筆者の主張を的確に捉える。


	知　(1)ウ
A：「コトバ」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解を深めている。
B：「コトバ」やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。
C：「コトバ」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解していない。

	読　(1)カ
A：「コトバ」の内容や解釈を適切に踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：「コトバ」の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：「コトバ」の内容や解釈が踏まえられておらず、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文内容の正しい理解や周囲の意見、参考資料などを踏まえて、「コトバ」について多角的に考え、自分の考えをわかりやすくまとめようとしている。

B：「コトバ」についての自分の考えを、わかりやすくまとめようとしている。

C：「コトバ」についての自分の考えをわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	小説Ⅱ

	山月記　中島敦

（p.46～p.58）


	６


	・小説の読み方を習得する。

・漢文体が持つ独特のリズムを味わいながら、画面の展開と登場人物の心理の変化を的確に捉える。

・作者が描こうとしたテーマについて考え、小説を自分自身の問題に引きつけて読む姿勢を養う。


	知　(1)エ
A：「山月記」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「山月記」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「山月記」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。
知　(2)ア
A：「山月記」を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めている。
B：「山月記」を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
C：「山月記」を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めていない。

	書　(1)ア
A：翻案を書くために、選んだ題材に応じて有効な情報を適切に収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
B：翻案を書くために、選んだ題材に応じて情報を収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
C：翻案を書くために、選んだ題材に応じての有効な情報を収集、整理することが不十分であり、表現したいことを明確にしていない。
書　(1)ウ
A：文体の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう効果的に工夫している。
B：文体の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫している。
C：文体の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした翻案を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、翻案を創作しようとしている。

C：翻案を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	
	比較で深める

生は乃ち君等と伍を為さんや

（p.60～p.62）


	２


	・「山月記」のもととなった中国の古典の内容を理解する。

・「山月記」との共通点と相違点を把握し、それぞれの作品の特徴を捉える。

・「山月記」では変更されている点から、現代小説として「山月記」が書かれた理由を理解する。


	
	読　(1)ウ
A：多様な他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について十分に考察を深めている。
B：他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察している。
C：他の作品と比較することなどができておらず、文体の特徴や効果について十分に考察していない。
読　(1)オ
A：「生は乃ち君等と伍を為さんや」に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「生は乃ち君等と伍を為さんや」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「生は乃ち君等と伍を為さんや」に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて李徴の人物像の変化について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて李徴の人物像の変化について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：李徴の人物像の変化についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	活動のプロセス２　古典作品を翻案する

（p.63～p.65）


	１


	・題材とする古典作品を選定する。

・どのような方向性で、何を伝えたいのかを明確にして翻案する。


	知　(1)イ
A：情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を十分に増し、文章の中で適切に活用することを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
B：情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
C：情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量が不十分であり、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしていない。

	書　(1)ア
A：翻案を書くために、選んだ題材に応じて有効な情報を適切に収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
B：翻案を書くために、選んだ題材に応じて情報を収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
C：翻案を書くために、選んだ題材に応じての有効な情報を収集、整理することが不十分であり、表現したいことを明確にしていない。
書　(1)ウ
A：文体の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう効果的に工夫している。
B：文体の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫している。
C：文体の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした翻案を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、翻案を創作しようとしている。

C：翻案を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	
	天景・猫　萩原朔太郎

（p.66～p.67）


	１


	・詩の基本的な読み方を習得する。

・音読や暗誦を通して、詩の持つ音楽性を発見する。

・擬人法やオノマトペなどの優れた表現を味わう。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(1)エ
A：「天景・猫」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「天景・猫」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「天景・猫」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。

	読　(1)エ
A：「天景・猫」の構成や展開、表現の仕方を十分に踏まえ、解釈の多様性について考察を深めている。
B：「天景・猫」の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
C：「天景・猫」の構成や展開、表現の仕方が踏まえられておらず、解釈の多様性について十分に考察していない。

	主
A：詩の内容を踏まえてそれぞれの詩の発想の独特さについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：詩の内容を踏まえてそれぞれの詩の発想の独特さについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：それぞれの詩の発想の独特さについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	永訣の朝　宮沢賢治

（p.68～p.71 ）


	２


	・詩の読み方を習得する。

・表現上の特色を捉え、詩の言葉が持つ魅力を発見する。

・対照的な語句群に注意して、作品全体の構成を的確に捉える。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(1)エ
A：「永訣の朝」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「永訣の朝」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「永訣の朝」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。

	読　(1)エ
A：「永訣の朝」の構成や展開、表現の仕方を十分に踏まえ、解釈の多様性について考察を深めている。
B：「永訣の朝」の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
C：「永訣の朝」の構成や展開、表現の仕方が踏まえられておらず、解釈の多様性について十分に考察していない。

	主
A：詩の内容を踏まえてそれぞれの詩の発想の独特さについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：詩の内容を踏まえてそれぞれの詩の発想の独特さについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：それぞれの詩の発想の独特さについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	サーカス　中原中也

（p.72～p.73）


	１


	・詩の基本的な読み方を習得する。

・繰り返し音読して、作品の音楽性を理解し、味わう。

・詩に描かれた光景を把握したうえで、作品全体を通して伝わってくる情感を理解する。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(1)エ
A：「サーカス」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「サーカス」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「サーカス」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。

	読　(1)エ
A：「サーカス」の構成や展開、表現の仕方を十分に踏まえ、解釈の多様性について考察を深めている。
B：「サーカス」の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
C：「サーカス」の構成や展開、表現の仕方が踏まえられておらず、解釈の多様性について十分に考察していない。

	主
A：詩の内容を踏まえてそれぞれの詩の発想の独特さについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：詩の内容を踏まえてそれぞれの詩の発想の独特さについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：それぞれの詩の発想の独特さについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	ふと　吉原幸子

（p.74～p.75）


	１


	・詩の読み方を習得する。

・作品を成り立たせている一語一語の風合いを味わう。

・言葉と真摯に向き合おうとする詩人の心性や姿勢を理解し、鑑賞する。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(1)エ
A：「ふと」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「ふと」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「ふと」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。

	読　(1)エ
A：「ふと」の構成や展開、表現の仕方を十分に踏まえ、解釈の多様性について考察を深めている。
B：「ふと」の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
C：「ふと」の構成や展開、表現の仕方が踏まえられておらず、解釈の多様性について十分に考察していない。

	主
A：詩の内容を踏まえてそれぞれの詩の発想の独特さについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：詩の内容を踏まえてそれぞれの詩の発想の独特さについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：それぞれの詩の発想の独特さについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	随想

	自分を解釈してもらう喜び　平野啓一郎

（p.80～p.84）


	２


	・随想の読み方を習得する。

・「オーダーメイド」と「マスプロダクション」の関係性の変化についての筆者の考えを読み取る。

・コミュニケーションにおける新たな発見とそれによる可能性について捉える。


	知　(1)イ
A：情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を十分に増し、文章の中で適切に活用することを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
B：情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
C：情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量が不十分であり、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしていない。

	読　(1)オ
A：「自分を解釈してもらう喜び」に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「自分を解釈してもらう喜び」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「自分を解釈してもらう喜び」に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえてそれぞれの職業の独特さについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえてそれぞれの職業の独特さについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：それぞれの職業の独特さについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	小説Ⅲ


	復讐　三島由紀夫

（p.85～p.95）


	５


	・小説の読み方を習得する。

・作品に描かれた状況・人物・心情を、丁寧な読解作業を通して的確に捉え、さまざまな解釈の可能性とその理由を検討する。

・作者独特の流麗な文章表現の魅力を味わう。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)ア
A：小説という文章の種類を踏まえて、その特徴を十分に理解し、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
B：小説という文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
C：小説という文章の種類を踏まえることが不十分であり、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えていない。
読　(1)エ
A：「復讐」の構成や展開、表現の仕方を十分に踏まえ、解釈の多様性について考察を深めている。
B：「復讐」の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
C：「復讐」の構成や展開、表現の仕方が踏まえられておらず、解釈の多様性について十分に考察していない。

	主
A：本文の内容を踏まえて近藤家のその後について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて近藤家のその後について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：近藤家のその後についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	アイデンティティ　藤野可織

（p.96～p.108）


	３


	・小説の読み方を習得する。

・「それ」と人間たちの会話を通して物語が様相を変えて進行していることを捉える。

・アイデンティティの獲得とその過程の矛盾についての意味を理解する。


	知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	書　(1)ア
A：物語を書くために、選んだ題材に応じて有効な情報を適切に収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
B：物語を書くために、選んだ題材に応じて情報を収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
C：物語を書くために、選んだ題材に応じての有効な情報を収集、整理することが不十分であり、表現したいことを明確にしていない。
書　(1)ウ
A：文体の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう効果的に工夫している。
B：文体の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫している。
C：文体の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした物語を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、物語を創作しようとしている。

C：物語を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	短歌・俳句

	麦わら帽子のへこみ　穂村弘

（p.109～p.113）


	１


	・短歌評論を読み、短歌において重要な二つの要素（「共感」と「驚異」）について理解する。

・筆者のいう「クビレ」について理解する。

・筆者の考えを参考にして、「短歌八首」の鑑賞や、友達の作った短歌の批評をする。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)ア
A：「麦わら帽子のへこみ」を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めている。
B：「麦わら帽子のへこみ」を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
C：「麦わら帽子のへこみ」を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めていない。

	読　(1)イ
A：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について細部にわたって評価することを通して、適切に内容を解釈している。
B：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することを通して、内容を解釈している。
C：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することが不十分であり、適切に内容を解釈していない。
読　(1)キ
A：設定した題材に関連する多様な作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした批評文を書こうとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、批評文を書こうとしている。

C：批評文を書くにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	
	短歌八首（p.114～p.115）


	３


	・短歌の読み方を習得する。

・短詩型文学固有の表現の特質を理

解する。

・作品に詠まれている自然や人生、生活を味わい、自然や人間を見る目を養い、感性や想像力を豊かにする。


	知　(1)エ
A：短歌における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：短歌における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：短歌における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。
知　(2)ア
A：短歌を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めている。
B：短歌を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
C：短歌を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めていない。

	書　(1)ウ
A：短歌の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的な短歌になるよう効果的に工夫している。
B：短歌の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的な短歌になるよう工夫している。
C：短歌の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的な短歌になるよう工夫していない。
書　(1)エ
A：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを十分に吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直し、文章作成に生かしている。
B：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直している。
C：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどの吟味が不十分であり、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした短歌を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、短歌を創作しようとしている。

C：短歌を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	
	俳句八句

（p.116～p.117）


	３


	・俳句の読み方を習得する。

・短詩型文学固有の表現の特質を理解する。

・作品に詠まれている自然や人生、生活を味わい、自然や人間を見る目を養い、感性や想像力を豊かにする。


	知　(1)エ
A：俳句における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：俳句における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：俳句における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。
知　(2)ア
A：俳句を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めている。
B：俳句を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
C：俳句を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めていない。

	書　(1)ウ
A：俳句の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的な俳句になるよう効果的に工夫している。
B：俳句の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的な俳句になるよう工夫している。
C：俳句の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的な俳句になるよう工夫していない。
書　(1)エ
A：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを十分に吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直し、文章作成に生かしている。
B：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直している。
C：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどの吟味が不十分であり、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直していない。
	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした俳句を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、俳句を創作しようとしている。

C：俳句を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	
	活動のプロセス３　短歌を作る

（p.120～p.121）


	１


	・短歌に詠む内容をまとめる。

・リズムや修辞などの表現に注意して短歌を作る。


	知　(1)エ
A：短歌における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：短歌における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：短歌における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。

	書　(1)ウ
A：短歌の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的な短歌になるよう効果的に工夫している。
B：短歌の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的な短歌になるよう工夫している。
C：短歌の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的な短歌になるよう工夫していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした短歌を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、短歌を創作しようとしている。

C：短歌を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	戦争と人間

	靴の話　大岡昇平

（p.122～p.133）


	５


	・小説の読み方を習得する。

・作品に描かれた状況・人物・心情を、丁寧な読解作業を通して的確に捉える。

・「事実」を正確かつ理性的に描き出していく文章表現の魅力を味わう。


	知　(1)ウ
A：「靴の話」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解を深めている。
B：「靴の話」やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。
C：「靴の話」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解していない。
知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)オ
A：「靴の話」に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「靴の話」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「靴の話」に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。
読　(1)カ
A：「靴の話」の内容や解釈を適切に踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：「靴の話」の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：「靴の話」の内容や解釈が踏まえられておらず、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて作者の従軍の経験について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて作者の従軍の経験について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：作者の従軍の経験についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	米坂線109列車　宮脇俊三

（p.134～p.145）


	４


	・紀行・随想の読み方を習得する。

・戦時中から終戦までの間の社会の状況の変化と、人々に与えた影響について理解する。

・文章と時刻表を合わせて読み取ることによって明らかになる事柄が何かを捉える。


	知　(1)ウ
A：「米坂線109列車」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解を深めている。
B：「米坂線109列車」やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。
C：「米坂線109列車」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解していない。
知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)ア
A：紀行・随想という文章の種類を踏まえて、その特徴を十分に理解し、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
B：紀行・随想という文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
C：紀行・随想という文章の種類を踏まえることが不十分であり、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えていない。
読　(1)イ
A：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について細部にわたって評価することを通して、適切に内容を解釈している。
B：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することを通して、内容を解釈している。
C：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することが不十分であり、適切に内容を解釈していない。

	主
A：本文の内容を踏まえて作者が納得したことについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて作者が納得したことについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：作者が納得したことについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	根府川の海　茨木のり子

（p.146～p.149）


	１


	・根府川の地とそこを走る列車が描かれていることの意味を理解する。

・作者の心情と作品のテーマを的確に捉える。


	知　(1)ウ
A：「根府川の海」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解を深めている。
B：「根府川の海」やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。
C：「根府川の海」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解していない。
知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)オ
A：「根府川の海」に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「根府川の海」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「根府川の海」に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。
読　(1)カ
A：「根府川の海」の内容や解釈を適切に踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：「根府川の海」の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：「根府川の海」の内容や解釈が踏まえられておらず、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、補う言葉を工夫を凝らして創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、補う言葉を創作しようとしている。

C：補う言葉を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	小説Ⅳ

	虫のいろいろ　尾崎一雄

（p.150～p.161）


	５


	・小説の読み方を習得する。

・どんな日常生活が、どのように描かれているのか、表現と関連させて内容を理解する

・さまざまな「虫」が作中でどんな役割を持って描かれているのかについて考えを深める。

・作者独特のユーモラスな文章表現の魅力を味わう。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)イ
A：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について細部にわたって評価することを通して、適切に内容を解釈している。
B：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することを通して、内容を解釈している。
C：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することが不十分であり、適切に内容を解釈していない。
読　(1)エ
A：「虫のいろいろ」の構成や展開、表現の仕方を十分に踏まえ、解釈の多様性について考察を深めている。
B：「虫のいろいろ」の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
C：「虫のいろいろ」の構成や展開、表現の仕方が踏まえられておらず、解釈の多様性について十分に考察していない。

	主
A：本文の内容を踏まえて虫の様子を眺めることが「私」にどのような影響をあたえているかについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて虫の様子を眺めることが「私」にどのような影響をあたえているかについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：虫の様子を眺めることが「私」にどのような影響をあたえているかについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	日曜日はどこへ　川上未映子

（p.162～p.171）


	３


	・小説の読み方を習得する。

・「わたし」が約束を守った理由と、その結果からどんな心情を抱いたかを捉える。

・「リュックを背負った男」が「わたし」に与えた影響と作品のテーマについて理解する。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)イ
A：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について細部にわたって評価することを通して、適切に内容を解釈している。
B：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することを通して、内容を解釈している。
C：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することが不十分であり、適切に内容を解釈していない。
読　(1)カ
A：「日曜日はどこへ」の内容や解釈を適切に踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：「日曜日はどこへ」の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：「日曜日はどこへ」の内容や解釈が踏まえられておらず、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて「わたし」はこれからどのように生きていくと思うかについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて「わたし」はこれからどのように生きていくと思うかについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：「わたし」はこれからどのように生きていくと思うかについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	文学評論Ⅱ

	餓鬼道としての詩　松浦寿輝

（p.172～p.177）


	２


	・評論の読み方を習得する。

・「詩」と「言葉の持つ意味」の関係性を正確に読み取り、文学についての論評であることを認識する。

・西脇順三郎の「秋」と対比させて述べられた筆者の主張を的確に捉える。


	知　(1)ウ
A：「餓鬼道としての詩」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解を深めている。
B：「餓鬼道としての詩」やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。
C：「餓鬼道としての詩」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解していない。

	読　(1)オ
A：「餓鬼道としての詩」に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「餓鬼道としての詩」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「餓鬼道としての詩」に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした肴蔬目録を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、肴蔬目録を創作しようとしている。

C：肴蔬目録を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	小説Ⅴ


	こころ　夏目漱石

（p.178～p.211）


	９


	・小説の読み方を習得する。

・まとまった分量のある小説を読み、場面の展開や登場人物の心理の変化を捉える力を養う。

・主題の把握を通して、人の心の不可思議さについて考えを深める。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)エ
A：「こころ」の構成や展開、表現の仕方を十分に踏まえ、解釈の多様性について考察を深めている。
B：「こころ」の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
C：「こころ」の構成や展開、表現の仕方が踏まえられておらず、解釈の多様性について十分に考察していない。
読　(1)カ
A：「こころ」の内容や解釈を適切に踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：「こころ」の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：「こころ」の内容や解釈が踏まえられておらず、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて疑問に思ったことなどについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて疑問に思ったことなどについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：疑問に思ったことなどについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	活動のプロセス４　読書会をする

（p.214～p.217）


	１


	・対象となる作品について、疑問点や注目点を選定する。

・適切に話し合いを進め、それをもとにして効果的な発表を行う。


	知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)エ
A：「こころ」の構成や展開、表現の仕方を十分に踏まえ、解釈の多様性について考察を深めている。
B：「こころ」の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
C：「こころ」の構成や展開、表現の仕方が踏まえられておらず、解釈の多様性について十分に考察していない。
読　(1)カ
A：「こころ」の内容や解釈を適切に踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：「こころ」の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：「こころ」の内容や解釈が踏まえられておらず、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて疑問に思ったことなどについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて疑問に思ったことなどについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：疑問に思ったことなどについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。




 《Ⅱ部》
	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	小説Ⅰ

	愛のサーカス　別役実

（p.220～p.230）

                         　


	３


	・小説の読み方に習熟する。

・物語の寓意的な結末について考察し、さまざまな解釈の可能性を検討する。

・物語の二重構造性について理解する。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)イ
A：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について細部にわたって評価することを通して、適切に内容を解釈している。
B：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することを通して、内容を解釈している。
C：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することが不十分であり、適切に内容を解釈していない。
読　(1)キ
A：設定した題材に関連する多様な作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて二重構造について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて二重構造について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：二重構造についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	少年という名のメカ　松田青子

（p.231～p.238）


	３


	・小説の読み方に習熟する。

・「少年」と「少年という名のメカ」が象徴しているものはそれぞれ何かを理解する。

・抑えめな文章表現が生み出す効果を捉える。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。
	書　(1)ア
A：物語を書くために、選んだ題材に応じて有効な情報を適切に収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
B：物語を書くために、選んだ題材に応じて情報を収集、整理して、表現したいことを明確にしている。
C：物語を書くために、選んだ題材に応じての有効な情報を収集、整理することが不十分であり、表現したいことを明確にしていない。
書　(1)ウ
A：文体の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう効果的に工夫している。
B：文体の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫している。
C：文体の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした物語を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、物語を創作しようとしている。

C：物語を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	文学評論Ⅰ


	詩人のふるさと　富岡多惠子

（p.239～p.247）


	４


	・評論の読み方に習熟する。

・一人の詩人の芸術的葛藤について論じた評論を読み、表現という行為の本質について理解を深める。

・引用されている犀星の詩を丁寧に読み、詩の鑑賞力を高める。


	知　(1)ウ
A：「詩人のふるさと」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解を深めている。
B：「詩人のふるさと」やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。
C：「詩人のふるさと」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解していない。

	読　(1)ウ
A：多様な他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について十分に考察を深めている。
B：他の作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察している。
C：他の作品と比較することなどができておらず、文体の特徴や効果について十分に考察していない。
読　(1)オ
A：「詩人のふるさと」に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「詩人のふるさと」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「詩人のふるさと」に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて詩の改変について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて詩の改変について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：詩の改変についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	小説Ⅱ

	檸檬　梶井基次郎

（p.248～p.258）


	５


	・小説の読み方に習熟する。

・青年期にある人物を主人公とした小説を丁寧に読み解き、人間というものに対する認識を深める。

・比喩表現に注意し、たとえているものを明確にしながら、作者の表現力の豊かさを味わう。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。
	読　(1)ア
A：小説という文章の種類を踏まえて、その特徴を十分に理解し、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
B：小説という文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
C：小説という文章の種類を踏まえることが不十分であり、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えていない。
読　(1)カ
A：「檸檬」の内容や解釈を適切に踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：「檸檬」の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：「檸檬」の内容や解釈が踏まえられておらず、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて見慣れている事物が異なったように見えた経験について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて見慣れている事物が異なったように見えた経験について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：見慣れている事物が異なったように見えた経験についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	バックストローク　小川洋子（p.260～p.275）


	５


	・小説の読み方に習熟する。

・作品に描かれた状況・人物・心情を、丁寧な読解作業を通して的確に捉える。

・抑制をきかせながらも、感情や印象を細やかにうかがわせる文章表現の魅力を味わう。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)ア
A：小説という文章の種類を踏まえて、その特徴を十分に理解し、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
B：小説という文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。
C：小説という文章の種類を踏まえることが不十分であり、内容や構成、展開、描写の仕方などを的確に捉えていない。
読　(1)オ
A：「バックストローク」に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「バックストローク」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「バックストローク」に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした弟の手紙への返事を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、弟の手紙への返事を創作しようとしている。

C：弟の手紙への返事を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	詩


	春殖・冬眠・富士山（作品第拾壱）　草野心平

（p.276～p.277）


	２


	・詩の読み方に習熟する。

・独特な詩、大きなテーマである富士山を扱った詩を読み味わうことで、草野心平の作品の特徴を理解する。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(1)エ
A：「春殖・冬眠・富士山（作品第拾壱）」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「春殖・冬眠・富士山（作品第拾壱）」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「春殖・冬眠・富士山（作品第拾壱）」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。

	読　(1)オ
A：「春殖・冬眠・富士山（作品第拾壱）」に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「春殖・冬眠・富士山（作品第拾壱）」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「春殖・冬眠・富士山（作品第拾壱）」に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。
読　(1)キ
A：設定した題材に関連する多様な作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて詩人・草野心平像について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて詩人・草野心平像について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：詩人・草野心平像についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	アイスクリーム・猛烈な天　草野心平

（p.278～p.279）


	２


	・詩の読み方に習熟する。

・前時に学習した詩とは異なる詩を読み味わうことで、草野心平の作品の多様性と特徴を理解する。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(1)エ
A：「アイスクリーム・猛烈な天」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「アイスクリーム・猛烈な天」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「アイスクリーム・猛烈な天」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。

	読　(1)オ
A：「アイスクリーム・猛烈な天」に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「アイスクリーム・猛烈な天」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「アイスクリーム・猛烈な天」に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。
読　(1)キ
A：設定した題材に関連する多様な作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて詩人・草野心平像について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて詩人・草野心平像について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：詩人・草野心平像についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	●（巨きなピリオド）　谷川俊太郎

（p.280～p.283）


	２


	・谷川俊太郎による草野心平への弔辞と詩を、草野心平の詩と特徴を理解した上で読み味わう。

・詩と弔辞から、多角的に詩人草野心平の人物像とその作品の文学的特徴を捉える。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(1)エ
A：「●（巨きなピリオド）」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「●（巨きなピリオド）」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「●（巨きなピリオド）」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。

	読　(1)オ
A：「●（巨きなピリオド）」に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「●（巨きなピリオド）」に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「●（巨きなピリオド）」に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。
読　(1)キ
A：設定した題材に関連する多様な作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて詩人・草野心平像について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて詩人・草野心平像について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：詩人・草野心平像についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	随想

	客ぎらい　谷崎潤一郎

（p.284～p.287）


	２


	・随想の読み方に習熟する。

・筆者の猫に対する温かな視点とそれをもととした思いを捉える

・ユーモラスな内容と筆致から、自らの考えを綴る随想の文学としての特徴を理解し、作品を読み味わう。


	知　(1)ウ
A：「客ぎらい」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解を深めている。
B：「客ぎらい」やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。
C：「客ぎらい」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解していない。
知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	書　(1)ウ
A：随想の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的なエッセイになるよう効果的に工夫している。
B：随想の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的なエッセイになるよう工夫している。
C：随想の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的なエッセイになるよう工夫していない。
書　(1)エ
A：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを十分に吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直し、文章作成に生かしている。
B：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直している。
C：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどの吟味が不十分であり、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らしたエッセイを創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、エッセイを創作しようとしている。

C：エッセイを創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	
	活動のプロセス５　エッセイを書く

（p.288～p.289）


	１


	・エッセイに書く内容をまとめる。

・事実をありのままに、読み手の興味を引くように表現を工夫してエッセイを書く。


	知　(1)エ
A：エッセイにおける文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：エッセイにおける文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：エッセイにおける文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。

	書　(1)ウ
A：随想の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的なエッセイになるよう効果的に工夫している。
B：随想の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的なエッセイになるよう工夫している。
C：随想の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的なエッセイになるよう工夫していない。
書　(1)エ
A：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを十分に吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直し、文章作成に生かしている。
B：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直している。
C：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどの吟味が不十分であり、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らしたエッセイを創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、エッセイを創作しようとしている。

C：エッセイを創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	小説Ⅲ

	畜犬談　太宰治

（p.290～p.304）


	５


	・小説の読み方に習熟する。

・作品に描かれた状況・人物・心情を、丁寧な読解作業を通して的確に捉え、さまざまな解釈の可能性を検討する。

・作者独特のユーモラスな文章表現の魅力を味わう。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)イ
A：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について細部にわたって評価することを通して、適切に内容を解釈している。
B：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することを通して、内容を解釈している。
C：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することが不十分であり、適切に内容を解釈していない。
読　(1)エ
A：「畜犬談」の構成や展開、表現の仕方を十分に踏まえ、解釈の多様性について考察を深めている。
B：「畜犬談」の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
C：「畜犬談」の構成や展開、表現の仕方が踏まえられておらず、解釈の多様性について十分に考察していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした「ポチの立場からの書き直し」を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、「ポチの立場からの書き直し」を創作しようとしている。

C：「ポチの立場からの書き直し」を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	
	変身　カフカ　中井正文 訳

（p.306～p.330）


	５


	・小説の読み方に習熟する。

・不合理な事態に直面する人間の様子を描く不条理文学というジャンルを理解し、独特の作品世界を読み味わう。

・海外文学の翻訳作品の特徴を捉え、翻訳文学特有の魅力を理解する。


	知　(1)ウ
A：翻訳文学やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解を深めている。
B：翻訳文学やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。
C：翻訳文学やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解していない。
知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)ウ
A：多様な他の翻訳作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について十分に考察を深めている。
B：他の翻訳作品と比較するなどして、文体の特徴や効果について考察している。
C：他の翻訳作品と比較することなどができておらず、文体の特徴や効果について十分に考察していない。
読　(1)キ
A：設定した題材に関連する多様な作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて複数の訳を読んで受けた印象の違いについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて複数の訳を読んで受けた印象の違いについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：複数の訳を読んで受けた印象の違いについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	短歌・俳句


	短歌－－寺山修司十首

（p.332～p.333）


	３


	・短歌の読み方に習熟する。

・寺山修司の短歌十首を読み味わうことで、その作品の特徴と作者の人物像に迫る。

・一人の作者の作品をまとめて詠むことで短歌の固有性と多様性を理解する。


	知　(1)エ
A：短歌における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：短歌における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：短歌における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。
知　(2)ア
A：短歌を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めている。
B：短歌を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
C：短歌を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めていない。

	読　(1)オ
A：寺山修司の短歌に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：寺山修司の短歌に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：寺山修司の短歌に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。
読　(1)キ
A：設定した題材に関連する多様な作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：短歌やその作者、テーマについて、様々な参考資料等を積極的に参照しながら理解を深めようとしている。

B：短歌やその作者、テーマについて調べ、学んだことを的確にまとめようとしている。

C：短歌やその作者、テーマについて調べたことや、その調査を通じて考えたことをまとめようとしていない。



	
	俳句－－虹の俳句七句

（p.334～p.335）


	３


	・俳句の詠み方に習熟する。

・「虹」をテーマとした俳句十句を読み味わうことで、それぞれの作品の「虹」への向き合い方の違いを捉える。

・一つのテーマについての作品をまとめて詠むことで俳句の固有性と多様性を理解する。


	知　(1)エ
A：俳句における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：俳句における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：俳句における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。
知　(2)ア
A：俳句を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めている。
B：俳句を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について理解を深めている。
C：俳句を読むことを通して、我が国の言語文化の特質について十分に理解を深めていない。

	読　(1)オ
A：「虹」をテーマとした俳句に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：「虹」をテーマとした俳句に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：「虹」をテーマとした俳句に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。
読　(1)キ
A：設定した題材に関連する多様な作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：俳句やその作者、テーマについて、様々な参考資料等を積極的に参照しながら理解を深めようとしている。

B：俳句やその作者、テーマについて調べ、学んだことを的確にまとめようとしている。

C：俳句やその作者、テーマについて調べたことや、その調査を通じて考えたことをまとめようとしていない。



	文学評論Ⅱ

	「サヨナラ」ダケガ人生ダ　野崎歓

（p.338～p.343）


	２


	・評論の読み方に習熟する。

・元の漢詩と井伏鱒二の翻訳とを読み比べ、味わいの違いとそれぞれの特徴を捉える。

・外国文学を翻訳することの原則と可能性を理解する。


	知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)オ
A：翻訳に表れているものの見方、感じ方、考え方を適切に捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めている。
B：翻訳に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。
C：翻訳に表れているものの見方、感じ方、考え方が捉えられておらず、作品が成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を十分に深めていない。
読　(1)カ
A：「『サヨナラ』ダケガ人生ダ」の内容や解釈を適切に踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：「『サヨナラ』ダケガ人生ダ」の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：「『サヨナラ』ダケガ人生ダ」の内容や解釈が踏まえられておらず、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて「翻訳情緒」について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて「翻訳情緒」について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：「翻訳情緒」についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	参加する観客－－映画の「意味」　内田樹

（p.344～p.353）


	４


	・評論の読み方に習熟する。

・映画から文芸にわたって展開される「作者論」「意味論」などを通じて、映画とはどのようなものかについての筆者の主張を読み取る。

・生み出された作品自体の意味には「自分の解釈」も含まれることを理解し、鑑賞に役立てる。


	知　(1)ウ
A：「参加する観客－－映画の『意味』」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解を深めている。
B：「参加する観客－－映画の『意味』」やそれに関する文章の種類や特徴などについて理解を深めている。
C：「参加する観客－－映画の『意味』」やそれに関する文章の種類や特徴などについて十分に理解していない。
知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	読　(1)イ
A：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について細部にわたって評価することを通して、適切に内容を解釈している。
B：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することを通して、内容を解釈している。
C：語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価することが不十分であり、適切に内容を解釈していない。
読　(1)キ
A：設定した題材に関連する多様な作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：設定した題材に関連する複数の作品などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて小説と映画について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて小説と映画について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：小説と映画についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	小説　　Ⅳ

	氷男　村上春樹

（p.354～p.367）


	５


	・小説の読み方に習熟する。

・人物の関係性の変化とその理由を捉え、物語の展開との関連を理解する。

・人物やその心情の変化の理由を想像し、自分なりの作品の鑑賞を深める。


	知　(1)ア
A：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを十分に理解している。

B：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解している。

C：言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることについて十分に理解していない。

知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。
	読　(1)エ
A：「氷男」の構成や展開、表現の仕方を十分に踏まえ、解釈の多様性について考察を深めている。
B：「氷男」の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について考察している。
C：「氷男」の構成や展開、表現の仕方が踏まえられておらず、解釈の多様性について十分に考察していない。
読　(1)カ
A：「氷男」の内容や解釈を適切に踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めている。
B：「氷男」の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。
C：「氷男」の内容や解釈が踏まえられておらず、人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を十分に深めていない。

	主
A：本文の内容を踏まえて氷男は「私」にとってどのような存在だったのかについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて氷男は「私」にとってどのような存在だったのかについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：氷男は「私」にとってどのような存在だったのかについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	舞姫　森鷗外

（p.368～p.398）


	８


	・小説の読み方に習熟する。

・擬古文を用いた近代小説を読み味わうことにより、小説の多様な表現形式に触れる。

・作品の背景にある時代と文化の状況について理解を深める。


	知　(1)エ
A：「舞姫」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「舞姫」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「舞姫」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。
知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	書　(1)ウ
A：文語体の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的な短編小説になるよう効果的に工夫している。
B：文語体の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的な短編小説になるよう工夫している。
C：文語体の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的な短編小説になるよう工夫していない。
書　(1)エ
A：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを十分に吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直し、文章作成に生かしている。
B：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直している。
C：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどの吟味が不十分であり、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直していない。

	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らした二千字から四千字程度の短編小説を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、二千字から四千字程度の短編小説を創作しようとしている。

C：二千字から四千字程度の短編小説を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。



	
	活動のプロセス６　短編小説を書く

（p.402～p.405）


	１


	・小説に書く内容をまとめる。

・自分の個性を発揮し、構成や表現に工夫をしながら、グループあるいは個人で小説を書く。


	知　(1)エ
A：「舞姫」における文体の特徴や修辞などのさまざまな表現の技法について、体系的に理解し効果的に使用している。
B：「舞姫」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的に理解し使用している。
C：「舞姫」における文体の特徴や修辞などの表現の技法について、体系的な理解が不十分であり適切に使用していない。
知　(2)イ
A：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めており、積極的に読書を行っている。
B：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
C：人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用について十分に理解を深めておらず、積極的に読書をしていない。

	書　(1)ウ
A：小説の特徴や修辞の働きなどを十分に考慮して、読み手を引き付ける独創的な短編小説になるよう効果的に工夫している。
B：小説の特徴や修辞の働きなどを考慮して、読み手を引き付ける独創的な短編小説になるよう工夫している。
C：小説の特徴や修辞の働きなどを考慮することが不十分であり、読み手を引き付ける独創的な短編小説になるよう工夫していない。
書　(1)エ
A：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを十分に吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直し、文章作成に生かしている。
B：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどを吟味して、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直している。
C：文章の構成や展開、表現の仕方などについて、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるように書かれているかなどの吟味が不十分であり、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直していない。
	主
A：本教材から学習したことやその他の作品を踏まえ、効果的に言葉を用いながら、工夫を凝らしたリレー小説または個人での短編小説を創作しようとしている。

B：本教材から学習したことを踏まえ、効果的に言葉を用いながら、リレー小説または個人での短編小説を創作しようとしている。

C：リレー小説または個人での短編小説を創作するにあたって、本教材から学習したことを踏まえたり、言葉を効果的に用いたりする工夫をしようとしていない。
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